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調 達 件 名

発 注 課

選定事業者

根拠法令

決 定 日 令和3年3月16日

令和３年度在宅医療・介護連携推進に係る啓発等業務

保健福祉局高齢保健福祉部介護保険課

一般社団法人　札幌市医師会 会長　松家　治道

随意契約の理由（相手方を特定した理由を含む。）

　当該事業は、医療と介護の両方を必要とする状態になっても高齢者が住み慣れた地域で
自分らしい暮らしを人生の最期まで続けることができるような地域づくりを目的としてい
る。
　入退院時や在宅で療養する際には、要介護等高齢者に直接サービスを提供する在宅医療
と介護の連携が重要である。介護従事者は高齢者が要介護（要支援）認定を受けていない
と関わることができないが、医療従事者は介護が必要になる前の段階からアプローチ可能
であることから、医療機関から市民への情報提供を行うことがより効果的である。
　当該法人は開業医・勤務医を会員とする医師の職能団体であり、在宅医療・介護連携の
啓発を医師及び医療機関等と十分な連絡調整を図りながら実施することが可能であり、平
成28年度から当該業務を効果的に実施してきた実績もある。また、保）医療政策課主管の
在宅医療の体制構築に関する事業についても、医療機関のネットワークを活かし実施して
いる実績もある。
　以上のことから、特定随意契約とすることとし、当該法人のみを参加者として選定す
る。
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